
1池袋駅から程近い立教大学。受

講生は、一般の学生と共に図書館

などの施設を使用できる。

2受講生が、必ず参加するゼミ。

写真はそのひとつ r佐野ゼミ」上

野原のフィールド調査の様子。

3佐野ゼミの講義は、 NPOに携わ

る人の話や DVD上映など実践的。

誰もが意見交換ができる雰囲気。

立教セカンドステージ大学の

カリキュラム体系

NPO/NGO・ ポランティア活動茎礎編と応

用編などが学べるrコミュニティ デ`ザイ

ンとピジネス科目群」(10科目）の他に、立

教セカンドズテージ大学にはさまざまな

カリキュラムが用意されています。‘

●セカンドステージの意義や取り巻く環.,, ~- . 
境を主体的に捉えるための屯ガン：ドス

デ→ジ設計科目群」C1b科目）。
●知識・経験・キャリァの再整理を促す「土

イジング社会の教養科目群」(12科目）。

●修了報告書の指導を行う「ゼミナ-;:)し」ol

. . ¥ 
2009年度の募集 について

●出願資格 ：2009年4月 1日現在、50

歳以上の男女で｀高等学校卒業又はこれ＼

に準じた学力があると認められた方。 :• 
●選考方法：書類審査（志望理由等のエッ ‘

セイ •• 履歴書）、及び面接試験（セカン .. 

ドステニジの生き方等）。 • 

●選考料： 1万円 ●登録料 ：8万円

●受講料： 25万円

●募集入員： 70名

●募集期間 ：2009年 1月上旬~1月下

旬 (2009年2月中旬 ：選考/3月上旬 ：`、J

合格発表）

●その他 ：受講生は図書館など立教大学

の施設が利用できます。 修了後は、修了

証書を授与します。

立教セカンドステージ大学事務室

お問い合わせ

公無料0800・601・1955
http://www.rikkyo.ac.jp/academic~/ 
lifelong/secondstage/ 

資料のこ＇講求は、巻末の

「まとめて資料講求ハガキ&FAX」、

「コレカラネット」をご利用ください。

1提供1立教セカンドステージ大学

短
期
間
で
は
な
く
、

1
年
間
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
体
系
的
に
学
ぶ
立
教
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
。
大
き
な
特
徴
は
、

受
講
生
全
員
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
ゼ
ミ
）
に

参
加
し
、
修
了
報
告
書
を
作
成
す
る
こ

と
。
先
生
と
社
会
経
験
豊
富
な
50
歳
以

上
の
受
講
生
が
、
一
緒
に
授
業
を
創
っ

て
い
き
ま
す
。
実
践
的
で
、
新
し
い
社
会

参
加
の
提
案
と
な
る
学
び
の
場
で
す
。

1
年
間
、
講
義
と
実
践
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
さ
ら
に
深
め
る

50
歳
以
上
の
方
限
定
。
第
二
期
生
募
集
！

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
学
び
、

実
践
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
|
ジ
大
学

50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
学
び
直
し
」
と
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
サ
ポ
ー
ト
を

目
的
と
し
て
今
年

4
月
に
開
校
し
た
立
教
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
も
あ
り
、
充
実
し
た
「
学
生
生
活
」
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
N
P
o
/
N
G
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
基
礎
編
・
応
用
編
」
の
受
講
生

は
、
実
際
に

N
P
o活
動
に
携
わ
っ
て

い
る
方
か
ら
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
方
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
。

受
講
生
の
「
何
か
行
動
し
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
自
主
的
な
行
動
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
に
、
講
義
は
段
階
的
、
実

践
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

受
講
す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
知
識
と
仲
間
、
そ
し
て
、
今
後
の
自

分
の
指
針
の
よ
う
な
も
の
も
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

若い先生の講義など、

世代間交流も剌激に

r退職後学び直して今後の生き方を

探したい」と入学してきた方が多い

中、佐野先生の授業を選択した方

は、さらにr卒業後何か活動したい」

という方たちでした。私自身NP();舌

動も1~以上になりますが、ゼミで

は若い人たちの活動や動向を知る

ことができ刺激に。世代間交流が有

益で貴重な授業です。 山下由喜子

上／講義について語る山下さん。下／上野原のフィールド調査

。鴫
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
学
ひ
な
が
ら
、

自
分
の
こ
れ
か
ら
も
見
つ
け
る

r意欲的な方が多く 、講義は

ファシリテーションに徹し

ています」という佐野先生。

................................................................... 
~ ----「佐野ゼミ」受講生の方のお話

ゼミの活動を通し、

NPO設立も視野に

私の住んでいる山梨県上野原市西

原を中心とした地域づくり、地域

の活性化について、都市から見た

農山村の魅力を再発見して貰える

ようゼミで提案。結果ゼミの自主

活動として上野原のフィールド調

査を実施しました。今後都市と農

山村の交流の指針になればと思っ

ています。 長田喜巳夫
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